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総選挙日程（当町関係）

10月30日　公示、不在者摂崇開

始（舛訊のみ）

つけｔ　補芥・選挙人名将の即製

現れ骨旧、入ゴガ券発送

日月1日　補充選挙人名印の′登

録印孟受付開始

4日　立会郁説会の氏名掲示

6日　立会漉脱会

7日　補充選挙人名噂の登録

申訳期間最終日

8日　補充選挙人名筒の作成

10日　候補者の氏名等の掲示

開始

国民雷蚕の不在者投票

開始

13日　補充選挙人名樽の縦喝
異議申立開始、選挙公

報と審査公報配布

16日　補充選挙人名博の縦覧

異議印立層麿洞

1711開票立会人選任のくじ

19日　不在者投票最終日

20日　投票日

投
票
の
し
か
た

選
挙
に
つ
い
て
の
問
い

合
せ
は
次
の
と
こ
ろ
に

▽
投
票
口
前
臼
ま
で
は

選
挙
管
理
委
員
会
へ
　
（
礪
話
は

㊥
〇
六
三
一
ト
〇
六
三
三
）

▽
投
票
日
当
日
は

各
投
票
所
の
事
故
係
へ

日
月
の
納
税

事
業
税
（
二
期
）
所
得
税
（
二
塑

所
得
税
の
更
生
請
求
と

修
正
申
告

7
月
に
予
定
の
網
税
を
し
た
契
ｌ
ニ
1
、
普

通
の
人
は
予
定
椚
税
基
準
叡
（
7
月
に

納
税
す
べ
き
棚
と
同
じ
）
を
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
日
月
－
口
現
在
で

見
構
っ
た
年
税
観
が
、
こ
の
基
準
朝
よ

り
少
な
く
な
る
人
は
、
所
得
の
減
少
す

る
理
由
を
書
い
て
、
日
月
門
口
ま
で
に

更
正
の
請
求
欝
を
税
塀
碑
に
だ
す
と
い

い
し
、
後
半
期
の
商
況
が
よ
く
基
準
朝

よ
り
多
く
な
る
見
込
み
の
と
き
に
は
‖

月
中
に
修
正
盟
口
覆
し
て
、
軍
え
た
分

を
椚
税
し
て
お
く
と
確
定
申
告
の
と
き

に
ラ
ク
に
な
り
ま
す
。

投
票
所
入
場
券
を

受
け
取
り
ま
し
た
か
？

も
う
一
度
確
か
め
て
下
さ
い

投
票
所
入
場
券
を
す
で
に
発
送
し
ま
し

た
。
も
し
、
十
一
月
四
日
ま
で
に
入
場

券
を
受
け
坂
ら
な
い
と
毒
は
．
憩
い
で

隣
組
長
さ
ん
か
腺
在
風
さ
ん
に
お
尋
ね

下
さ
い
。
こ
の
投
票
所
入
場
券
を
受
け

仮
ら
な
い
う
ち
は
、
こ
ん
と
の
選
挙
に

隼
義
認
人
名
塙
に
登
録
さ
れ
て
な
い

も
の
と
思
っ
て
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ

ん
。

い
く
ら
資
格
は
あ
っ
て
も
、
選
挙
人
名

噂
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
投
票
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
要
領
で
補
充
逃

挙
人
名
塙
の
登
録
申
請
を
し
て
下
さ

ヽ

1

　

°

Ｉ
Ｖ

投
薬
は
午
後
投
司
お
で
き
る
時
間

六
時
ま
で
に
は
午
前
七
時
か
ら
午

後
六
時
ま
で
で
す
。
こ
の
時
間
で
な
い

と
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
江
藤
下

さ
い
。

投
票
す
る
ま
ま
ず
下
の
案
内
図
を

で
の
順
序
　
見
て
下
さ
い
。
投
票

所
で
の
道
順
は
各
投
票
所
に
よ
っ
て
少

し
速
い
ま
す
が
、
だ
い
た
い
案
内
図
の

と
お
り
で
す
。

巾
入
場
券
を
ま
ず
受
何
に
だ
し
ま
す
1

の
つ
い
で
到
酋
番
号
係
1
⑳
名
培
対

照
係
1
⑳
捜
索
用
紙
‥
父
付
所
で
衆
議

院
議
員
選
挙
と
埼
高
裁
判
官
国
民
審
査

の
投
可
用
紙
を
も
ら
い
ま
す
1
㊥
投

圏
拒
載
所
で
記
赦
し
ま
す
1
⑲
投
票

箱
に
入
れ
ま
す
。

ざ
っ
と
こ
ん
な
も
の
で
す
が
今
度
の
場

合
は
衆
議
院
議
員
の
遠
挙
と
最
商
裁
判

所
裁
判
官
の
国
民
審
査
と
の
二
つ
を
一

緒
に
投
票
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で

◇よく選らべ清き一葉むだにすな◇
衆瀾院議良の総選挙と東商裁判所裁判官の国民解義の投票日が、11月20
日に行われることになりました。
そして、懸命な選挙戦も街角で展開されています。
私たち有権者も「一票につながる暮しむき」ということを胸に抱きしめ
て「良く聞きよく見てよく選ぶ」必要があります。
本号には、私たち脊椎者がこうした一票を正しく行使するために灯って
おきたい選挙権のこと、不在者投票や代理投票、投票のしかたなどにっ
て賓いてみまし寅二。

爾
充
選
挙
人
名
縛
に

登
録
申
請
す
る
し
か
た

期
限
は
日
月
7
日
午
後
5
時
ま
で
ー

す
。

代
理
投
票
の
身
体
が
怒
る
い
。
字

制
度
も
あ
る
が
省
け
な
い
と
い
う

人
の
た
め
に
代
理
投
票
と
い
う
別
姓
が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
投
睾
富
商
従
事
者
が
投
票

人
の
意
見
を
聞
い
て
代
則
し
て
誘
く
こ

と
で
す
が
、
代
理
投
融
著
希
望
す
る

と
き
は
投
選
薪
の
受
付
に
こ
相
談
下
さ

い
。
な
お
、
誰
に
投
票
し
た
と
か
い
う

こ
と
は
塑
刈
に
他
人
に
洩
ら
す
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
安
心
下
さ
い
。

投
票
は
あ
な
せ
っ
か
く
忙
が
し
い

た
の
選
ら
び
時
間
を
さ
い
て
投
票

た
い
人
の
氏
所
に
来
て
投
票
し
た

名
だ
け
を
　
の
に
無
効
票
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ま
っ
た
く

時
間
を
無
駄
に
し
、
櫛
利
を
菜
て
た
と

同
じ
こ
と
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
投
票
用

紙
に
は
、
あ
な
た
の
選
ら
ぴ
た
い
候
補

者
の
氏
名
の
み
を
欄
内
に
は
っ
き
り
ｌ
背

ｔ

き
ま
す
。
候
補
者
の
氏
名
以
外
の
こ
と

を
書
く
と
無
効
に
な
る
と
き
が
あ
り
ま

す
。
国
民
審
査
一
捜
索
用
紙
に
翠
輩
守
つ

の
し
か
た
　
け
る
各
裁
判
官
の
氏
名

が
達
記
し
て
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
が
ひ

免
し
た
い
と
思
う
裁
判
官
に
の
み
×
印

を
記
入
し
ま
す
。
ひ
免
し
た
く
な
い
と

孝
え
た
と
き
は
、
何
も
記
入
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
し
、
そ
の
他
の
文
字
や
記
弓

は
籍
か
な
い
で
投
票
し
ま
す
。

あ
な
た
の
投
票
所
は

入
場
券
に
書
い
て
お
り
ま
す

あ
な
た
の
投
朝
霜
は
入
場
券
に
誘
い
て

お
り
ま
す
。

注
意
㊤
・

な
わ
ち
選
挙
人
名
塙
に
登
録
さ
れ
て
い

る
投
票
所
で
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、
現
在
古
田
ノ
一
に
辟
住
し
て
い
て

も
、
五
磁
区
（
第
五
投
票
所
）
に
登
録

さ
れ
て
い
れ
ば
猶
熊
小
学
校
保
健
室
で

投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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わ
た
く
し
た
ら
の
く
ら
し
が

楽
く
に
な
る
の
も
苦
し
く
な
る
の

も
み
ん
な
政
治
の
よ
し
あ
し
で
き

ま
り
ま
す

そ
の
政
治
は
あ
な
た
が
選
挙

で
選
ん
だ
代
表
に
よ
っ
て
行

．
わ
れ
ま
す
．

り
っ
ぱ
な
代
表
を
選
ぶ
に
は
候
補
者
の
意
見

を
よ
く
聞
き
よ
く
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す

立
会
演
説
会
は
そ
の
た
め
に
よ
い
機
会
で
し

ょ
，
つ

事
　
故
　
係

注
意
⑨
＝
・

入
均
券
を
紛
失
し
た
り
し

て
も
選
挙
人
名
噂
に
の
っ

て
い
る
と
投
頭
で
き
ま
す
。
投
栗
当
日

に
事
故
係
へ
気
軽
に
お
話
し
下
さ
い
。

こ
ん
ど
の
選
挙
　
昭
和
十
五
年
十

で
投
票
す
る
資
一
月
一
日
ま
で

格
の
あ
る
人
は
　
に
生
ま
れ
た
人

で
、
こ
と
し
の
七
月
三
十
一
日
以
前
か

ら
現
在
ま
で
引
き
続
き
水
巻
町
に
居
住

し
て
い
る
人
は
資
格
あ
り
ま
す
。

申
請
の
し
か
た
　
的
に
い
っ
た
よ

と
注
意
　
期
限
　
う
な
人
は
投
票

は
十
一
月
七
日
　
で
き
る
資
格
が

あ
る
に
は
あ
み
わ
け
で
す
が
、
肝
心
の

選
挙
人
名
噂
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と

投
甥
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
は
、
役
場
内
選
挙
管
理
委
員
会

あ
て
十
一
月
七
日
午
後
五
時
ま
で
に
補

充
選
挙
人
名
増
の
登
録
申
詞
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
申
請
用
紙
は
役
場

に
も
あ
り
ま
す
し
、
齢
在
貝
さ
ん
の
所

に
も
あ
り
ま
す
。

十
一
月
七
日
の
午
後
五
時
ま
で
」
と
い

う
こ
と
を
固
く
守
っ
て
下
さ
い
。
も

し
、
一
分
で
も
遅
く
れ
る
と
受
付
で
き

ま
せ
ん
。

注
意
⑧
…

祭
日
、
日
曜
で
も
普
通
の

日
と
同
じ
よ
う
に
朝
八
時

半
か
ら
夜
五
時
ま
で
選
挙
関
係
の
事
務

は
仮
り
扱
い
ま
す
。

注
意
⑧
・

こ
ん
ど
の
選
挙
で
特
に
江

意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の

「
も
う
よ
い
」
と
い
う
誤
卵
を
お
こ
し

や
す
い
こ
と
で
す
。
九
月
に
申
告
し
た

の
は
こ
と
し
の
十
二
月
二
十
日
以
後
に

使
用
す
る
も
の
で
、
こ
ん
ど
の
選
挙
に

は
昨
年
調
製
し
た
名
轡
債
使
い
ま
す
。

そ
れ
で
、
只
動
も
は
げ
し
く
新
ら
し
く

選
挙
閻
格
の
で
き
た
人
も
多
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

注
意
の
‥

申
請
期
限
は
「
捜
吻
内
選

挙
管
理
委
員
会
の
も
と
に

は
、
こ
と
し
の
九
月
十
五
日
現
在
で
調

製
し
た
過
挙
人
名
塙
に
申
告
し
た
か
ら
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注
意
④
・

補
充
選
挙
人
名
鞘
に
登
録

す
る
に
は
本
人
か
代
理
人

が
申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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不在者投票という制度

があります

◇不在者投票ができる間は…・・

ＩＵ」19日までの閥の午前8時30分

から午後5時までです。

◇不在者投票ができる人は・＝‥

の　投票日に水巻町外で潤色覇また

は業務に従軍呵1である人

⑧　投票日にやむをえない用務ま
六二は事故のた虻）水巻町外に旅行
巾、滞在中である人

⑧　疾桐、負傷、妊妬き、不買もし
くは産裾にあるた戒）歩行が著し
く因難であったり、監獄、少
年院、婦人補導院に収容中であ
る人

嗟）交通至難の島その他政令で定
める他減に居住中もしくは脚在
中ま六二はその他：域でＩ概塀か業顆
に従事中である人

◇不在者投票のしかた…・

不在者投票理由謀朋書をもって役
場内選挙管理委員会（窓口①）に
讃求します。証明者は業務のとき
には使用者、桝気の場合は医師で
す。

×××××

投票所案内　見取図（㌍票譜露）
‾11‾‾▼‾‾ｌ－、‾　　‾、ｌ‥‾ｌ　　！

…‥←…入口
‥

‥
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投票記載所

案投
票
用
紙
交
付
所

↑

‥

＝

‥

‥
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……………………←

←ｌ面壷石（む名簿対照回⑧到着番号

投
票
管
理
者
　
立
会
人
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1

：

－

］

が
勒
性
だ
搬
Ⅴ
駁
腋
，
ｈ
ｒ
も
”
駁
1
Ｊ
ｎ
ｌ
旺
ｕ
′
性
ｈ
Ｊ
は

【
町
麦
彰
条
例
に
よ
る
表
彰
者
】

▽
町
の
公
益
及
び
振
興
発
展

に
尽
く
し
た
自
治
功
労
者

野
添
　
芳
庵
（
吾
輿
二
）

住
吉
虎
之
助
（
墳
　
末
）

大
只
五
士
二
（
猶
　
開
）

買
部
　
判
次
（
八
幡
市
）

古
谷
　
排
次
（
神
戸
市
）

古
海
　
万
作
（
東
京
都
）

吉
岡
　
秀
人
（
東
京
都
）

▽
永
年
勤
続
功
労
者

糸
山
徳
一
（
八
幡
市
）
入
江
誠
（

中
央
区
）
入
江
七
道
（
立
屋
敷
）

石
塚
足
推
（
吉
田
三
）
原
楠
次

（
嘗
ノ
下
）
原
田
富
穂
（
猪
聖

野
）
金
子
猛
（
折
履
町
）
席
末
熊

人
（
下
二
町
住
）
武
庵
友
敏
（
頃

末
）
副
田
久
雌
吉
田
二
）
佃
一

美
（
猪
轡
水
沼
一
朗
（
伊
佐
座

谷
社
宅
）
江
藤
一
正
（
官
ノ
下
）

赤
屋
忠
臣
（
古
田
二
）
峰
浦
覚
推

（
古
賀
）
美
澗
晴
比
古
（
石
室

白
石
敵
船
（
酋
田
三
）
白
石
み
よ

子
（
高
松
区
）
平
日
シ
ナ
代
（
喜

田
区
）
坂
東
潤
子
（
頃
末
）

【
教
育
委
艮
会
表
彰
鳩
山
に
よ
る

表
彰
者
】

2
0
周
年
の
記
念
式
典
で
表
彰
さ
れ
た
人
▽
教
育
功
労

者仰
ミ
エ
子

林
伊
勢
舅
（
高
射
区
）
府
内
久
市

（
梅
ノ
木
区
）
陛
沢
牌
（
下
二
）

大
場
重
九
郎
（
頃
末
）
大
艮
寿
丸

（
猪
熊
）
大
野
正
登
（
二
）
渡
辺

力
（
吉
田
こ
河
野
常
男
（
紅
葉

）
水
沼
武
雄
（
伊
佐
聾
中
村
芳

房
（
机
社
宅
）
久
保
田
勝
馬
（
墳

末
）
栗
川
正
雄
（
頃
末
）
前
田
忠

蔵
（
古
賀
区
）
船
津
畿
天
（
ニ
）

稲
田
金
姫
（
二
）
涛
崎
広
志
（
長

子
（
苫
田
三
）
森
田
保
男
（
五
磯

区
）
杉
本
勝
人
（
頃
末
）

▽
町
民
の
儀
表
と
認
め
る

善
行
著

書
武
力
王
（
高
尾
区
）
白
石
富
美

（
下
二
町
住
）
竹
内
章
蔵
（
高
畠

区
）
肺
癌
（
五
礪
区
）

▽
少
年
替
行
者

米
Ｅ
秀
男
（
片
山
区
）
潤
原
文
教

（
机
社
宅
）
野
尻
健
治
（
古
田
二

絵
画
展
の
入
賞
者

（
川
晶
点
数
三
十
四
点
）

町
長
営

「
工
場
」
井
上
通
秦
（
一
里

教
育
長
貴

「
友
人
」
山
属
准
二
（
一
里

奨
励
賞

「
風
景
」
＋
井
紀
代
子
（
前
校
生
）

「
風
紋
」
小
田
隙
ハ
ル
子
南
中
）

「
風
景
」
輿
川
潤
子
（
水
中
）

「
風
鼠
巴
上
岡
美
恵
（
水
中
）

「
風
教
」
膜
　
伸
子
（
南
中
）

写
真
展
の
入
賞
者

一
黙
警
鐘

町
長
麿
「
こ
苦
労
さ
ま
」
山
口
鼎
（
古
田
区
（

教
育
長
貿

「
組
子
封
走
」
佐
藤
八
郎
（
梶
木
区
（

議
長
餌
「
老
樹
」
藤
木
青
天
（
高
畠
区
）

侍
作

「
ポ
ク
の
当
番
」
藤
木
帝
天

［
雛
萄
さ
ん
」
｝
佐
藤
八
郎

雨
降
る
中
の
熱
戦

－
各
区
、
寮
対
抗
駅
伝
－

ア
イ
デ
ア
こ
ら
し
た

変
装
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果

愉快に過ごした二日間
一町制施行20周年の祝賀行事－

ｌ－．．．－．．．．－．．一一■■一．一一一一一．．．．．－．．‾．‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾一‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾

：町制施行20周年のお祝いも、幾民祭を残して盛大に愉快に
Ｉ

ｌ　終りました。これは、準僻委員さんを始めとした住民の皆
ｌ

：さんひとりひとりのど協力のおかげで、心からお礼を申し
ｌ

；上げますとともに、今後とも明るく住みよい水巻町の建設
ｌ

：に、皆さんの力をかしていただきますようお敵いいたしま
ｌ

：す。
ｌ

：なお、ここに各祝賀行事の入賞者を集録しましたが、紙面
Ｉ

ｉ　などの都合で全員集録できなかったことは残念でした。
ｌ

！〔写真は、全町を沸かした町職員による「町の生いたち仮

！装パレード」の一コマです〕

折
り
怒
る
く
降
り
だ
し
た
雨
を
つ
い

て
、
三
十
二
㌔
㍍
を
走
破
し
た
二
十
一

チ
ー
ム
（
き
り
特
別
参
加
チ
ー
ム
害

む
）
の
戦
横
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
カ
ッ
コ
内
は
所
要
時
間
で
す
。

優
勝
　
吉
田
区丁
時
署
秒
）

二
位
　
域
川
区丁
時
聞
け
分
9
秒
）

三
位
　
高
尾
区丁
時
聞
け
持
場
秒
）

四
位
　
古
賀
区丁
略
啓
貧
秒
）

五
位
　
片
山
区丁
時
野
分
4
4
秒
）

⑳
鮒
Ｕ
区
　
の
尚
松
区
　
の
三
ツ
頸
区

⑳
桝
社
宅
　
①
山
央
区
　
0
明
快
禦

（
区
間
嘗

一
区
…
本
村
博
史
釈
祉
苫

二
区
・
：
武
居
友
治
岳
蕃

三
区
…
江
島
慣
義
鎮
口
区
）

四
区
…
宮
本
忠
三
（
古
田
三
）

五
区
…
貞
末
高
成
（
三
ツ
斌
）

六
区
…
楠
本
光
感
（
片
山
区
）

（
特
別
参
加
チ
ー
ム
戦
構
）

▽
桂
材
木
　
丁
時
間
持
分
1
0
秒
）

▽
研
修
所
⑩

千
時
間
け
分
4
9
秒
）

▽
研
修
所
の

Ｔ
時
間
別
分
5
9
秒
）

（
団
体
の
郡
）

の
「
奉
迎
畠
太
子
」
古
賀
区
酉
年
部

の
「
狐
の
嫁
入
り
」
新
生
枇
㊨
「
七
福

神
」
水
巻
中
学
校
、
「
七
補
神
」
吉
田

一
西
書
隈

佳
作
　
「
挙
町
団
店
」
頃
末
、
「
桃

太
郎
」
梅
ノ
木
区
、
「
中
国
演
芸
便
師

団
」
樋
口
、
「
私
は
二
十
才
」

吉
田
三
公
民
分
館

努
力
貸
　
「
二
寅
年
祭
」
猪
埋
　
「

錦
城
等
」
猪
喝
　
「
ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ
シ

ョ
ウ
」
吉
田
一
束
書
限
、
「
水
巻
駅
」

吉
田
二
本
村
子
供
会

（
個
人
の
郡
）

の
「
聞
垣
平
九
郎
」
猪
熊
小
学
校

⑳
「
土
人
」
小
柳
健
二
（
書
四
二
）

（
写
真
は
団
体
ｌ
位
に
な
っ
た
「
奉

迎
鼻
太
子
」
）

ー
相
撲
大
会
－

小
学
校
は
頃
未
小
、
中
学
校

は
水
中
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝

▽
剛
体
の
部

【
小
学
校
】
①
頃
末
小
⑧
下
二
小

【
中
学
校
】
㈲
水
巻
中

▽
個
人
の
部

【
小
学
校
】
①
小
橋
買
則
（
下
二
）

㊥
礫
岡
光
雄
（
頃
末
）
⑧
興
野
義
明

（
下
二
）
◎
岡
崎
正
文
（
下
二
）

⑤
神
崎
正
一
郎
（
机
）

【
中
学
校
】

①
小
島
来
者
（
雨
中
）
⑧
田
口
周
二

（
水
中
）
⑧
佐
藤
繁
（
水
中
）

書
道
展
の
入
賞
者

【
小
学
校
一
年
の
部
】

特
箪
：
こ
に
し
け
ん
じ
（
下
二
）

天
翠
：
は
ま
だ
れ
い
こ
（
猶
熊
）

【
小
学
校
二
年
の
部
】

特
箪
＝
な
か
は
ら
え
い
こ
（
下
二
）

天
悶
：
い
り
え
じ
ゅ
ん
こ
（
頃
末
）

【
小
学
校
三
年
の
部
】

特
琴
：
松
庵
尭
秀
（
頃
末
）

天
翠
＝
田
中
と
し
お
（
猪
熊
）

【
小
学
校
四
年
】

特
単
・
内
田
直
利
（
下
二
）

天
輝
：
門
田
寿
子
（
下
二
）

【
小
学
校
五
年
】

特
革
：
中
村
香
代
子
（
下
二
）

天
草
：
小
野
田
敏
行
（
猪
熊
）

【
小
学
校
六
年
】

特
翠
：
嶺
え
っ
子
（
下
二
）

天
草
：
原
和
子
（
下
二
）

【
中
学
校
一
年
】

特
琴
＝
内
田
讃
子
南
中
）

天
草
＝
小
野
田
百
合
子
（
水
巻
中
）

【
中
学
校
二
年
】

時
琴
：
馨
枝
南
中
）

天
草
：
山
口
三
生
（
間
中
）

米
の
登
録
店
を

変
更
さ
れ
る
方
は

現
在
米
の
配
給
を
う
け
て
い
る
店
を
止
め
て

他
の
店
に
変
更
し
た
い
と
希
望
さ
れ
る
方
は

次
の
期
間
内
に
米
穀
通
張
と
印
鑑
を
も
っ
て

役
場
総
務
課
（
窓
口
㊥
）
に
申
請
し
て
下
さ

ヽ

Ｊ

 

Ｏ

－
∨期
限
を
過
ぎ
る
と
変
更
で
き
ま
せ
ん
。

十
一
月
八
日
か
ら
十
一
月
十
日
ま
で

≡

≡

≡

≡

≡

ｌ

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

ｌ

≡

＝

≡

≡

≡

ｔ

≡

≡

≡

ｌ

≡

≡

≡

≡

ｌ

≡

≡

〓

≡

ｌ

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

－

日
康
、
大
正
に
感
謝
状

2
0
周
年
堅
忍
式
典
で
、
町
の
振
興

発
展
に
こ
協
力
い
た
だ
い
た
次
の

会
社
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
．

訂
木
炭
磯
株
式
会
社

辟
締
役
社
長
　
菊
池

大
正
鉱
業
株
式
会
社

仮
締
役
社
長
　
伊
藤
八
郎

文
等
応
募
作
晶
の
審
査

結
果
が
遅
れ
ま
す

前
官
で
募
集
し
ま
し
た
文
芸
作
品
の
入

選
者
発
表
と
授
粟
を
、
十
一
月
三
日
に

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
審
査

の
都
合
で
少
し
遅
れ
ま
す
。

扇
紺

第
四
　
回

（
堕
撃

次
の
期
日
は
何
月
何
日
か
を
教
え
て
下

さ
い
．

－
衆
議
院
議
員
総
選
挙
轟
裁
判

所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
日
。

2
　
衆
議
院
請
負
選
挙
候
補
者
の
立
会

演
説
会
の
開
他
日
。

3
　
十
一
月
二
十
日
の
投
票
日
に
使
用

さ
れ
る
補
充
選
挙
人
名
簿
の
登
録
印

諦
期
限
日
（
申
請
期
間
の
最
終
日
）

（
答
の
し
か
た
）

▼
答
は
官
製
ハ
ガ
キ
で
し
て
下
さ
い
。

▼
あ
て
名
は
「
水
巻
町
役
場
松
野
課
庶

帯
係
」
で
す
。

▼
答
の
奉
き
方
は

（裏）

ー
〇
月
〇
日

2

　

0

月

〇

日

3

　

0

月

〇

日

お
と
こ
ろ
…
（
く
わ
し
く
）

お
な
ま
え
‥
・
…
・
…
＝

▼
締
切
り
は
日
月
2
0
日
（
当
日
の
消
剛

が
あ
る
も
の
ま
で
有
効
）
で
す
。

（
ク
イ
ズ
革

正
解
者
5
人
に
粗
品
を
贈
畠
し
ま
す
。

正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
せ
ん
で
5

人
を
適
ら
び
ま
す
。

第
3
回
広
報
ク
イ
ズ
の
結
果

▽
正
解
は
「
一
時
間
十
五
分
」
で
し
た

▽
正
解
者
が
な
い
の
で
、
正
評
に
近
い

方
を
次
の
と
お
り
選
ら
び
ま
し
た
。

▽
入
賞
者
の
氏
名

荒
牧
千
代
子
、
近
藤
隆
介
、
近
商
謙

児
、
杉
本
フ
サ
ヱ
、
矢
野
替
覆
、
杉

本
勉
、
近
藤
五
百
子
、
、
杉
本
撃
「

矢
野
食
美
子
、
江
島
春
枝

小児マヒの予防接種

届
出
の
す
ん
で
な
い
人
は
早
く

こ
と
し
の
六
月
か
ら
北
九
州
各
地
で
発
生
し
て
い
る
小
児
マ

ヒ
緊
急
哲
慨
と
し
て
、
次
の
と
お
り
予
防
接
種
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
予
防
接
嘘
を
必
ら
ず
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
、
昭
和

3
4
年
7
月
－
日
か
ら
昭
和
3
5
年
6
月
即
日
ま
で
の
閥
に
生
ま

れ
た
子
嘩

▼
予
防
接
種
は
来
年
の
1
月
か
ら
3
月
ま
で
の
間
に
実
施
し

ま
す
。

▼
ま
た
、
こ
の
予
防
接
椛
は
強
制
的
な
も
の
で
す
。

▼
届
出
は
巌
花
規
を
通
じ
て
早
く
　
（
期
限
は
す
ぎ
て
い
ま

す
）
し
て
下
さ
い
。


